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DL-8280の 臨床 的検 討

大口秀利 ・上田聡一郎 ・中川 勝 ・田村正和 ・螺良英郎

徳島大学医学部第 三内科

内科領域 で経験 した呼吸器,尿 路,胆 道系感染症14例 に合成抗菌剤DL-8280を 経 口投与 し,そ の臨

床効果,細 菌学的効 果および副作用 と末梢 血。肝,腎 機能 におよぼす影響 について検討 した結果,以 下

の成績 を得 た。

1) 効果判定の対象 となった呼吸器感鞭症9例 では,総 合効果 判定で着効3例,有 効4例,無 効2例

の結果 を得た。

2) 効果判定 の対象 となった尿路感染症4例 では,総 合効果判定 で著効2例,有 効2例 の結果 を得た。

また,胆 道感染症の1例 は総合効果判定で有効 の結果 を得 た,

3) 投与全症例中効果判定 の対象 とな った14例 では,著 効5例(35.7%),有 効7例(50%),無 効2

例(14.3%)で あ り,有 効率 は85,7%で あった。

4) 全症例につき,自 覚的,他 覚的 に副作用 を思 わせ る異常所見 は認 め られ なかった。検査所 見上 ト

ランスア ミナーゼ(GOT, GPT)の 上昇が1例 にみ られ たが,投 与中止後速 やかに正常化 した。 その他,

明 らかに本剤に よる と思われ る検査値の変動はみ られ なかった。

オキサ ジン系の新 しい合 成抗菌剤DL-8280〔(±)9-fluoro-3-

methy 1-10-(4-methy 1-1-piperazinyl)-7-oxo-2,3-dihydro-7H-

pyrido[1,2,3-de]-1,4-benzoxazine-6-carboxylic acid〕(Fig.

1)は,グ ラム陰性 のみ ならず陽性 の好 気性菌に対 して も幅広い

抗菌 スペ ク トラムと 強 い殺菌力 を有 してお り,ま た 嫌気性菌に

対 しても強い抗菌力を示す ことが その特長 と して挙げ られ るり。

このたび,わ れ われ は内科領城 で経験 した呼吸器,尿 路,胆 道

系感染症に対 して 本剤を投与 し,そ の臨床効果について 検討 し

たので報告す る。

Fig. 1 Chemical structure of DL-8280

対 象 と 方 法

対 象は,徳 島大学医学部第三内科 の入院お よび外来患

者の うち感 染症状 を有 する14症 例 で あ る(Table 1,

Table 2)0感 染症別 には,呼 吸器感染症9例(急 性扁桃

炎1例,急 性気管支炎2例,慢 性気管支炎の急性増悪3

例,肺 癌 による閉塞性 肺炎2例,膿 胸1例),尿 路 感 染

症4例(急 性膀胱炎2例,慢 性膀胱炎1例,慢 性腎盂 腎

炎1例)お よび胆道 系感染症1例 の計14症 例(男 性7

例,女 性7例,平 均年 齢55.4歳)で ある。

起 炎菌 の検索は胆道 系感染 をのぞ く全例 に施行 し,尿

路感染症か らはE. coli, S. faecalis, K. pneumoniaeが

検出 され た。 しか し呼 吸器感 染症においては,起 炎菌が

明確に された症例は少なか った。

投与方法は,DL-8280を1日 量200mgな いしは300

mgを6日 間か ら16日 間経 口投与 した。総投与 量 は最

小1,200mgか ら最大4,800mgで あった。

臨床効果 の判定は,尿 路感染症ではUTI薬 効評価基

準2)に従 い著効,有 効,無 効 の3段 階で判定 し,呼 吸器

感染症 につ いては 自覚症状,他 覚所見,胸 部X線 所見,

細菌学的検査所見 を指標 として,急 性期 の諸症状,所 見

が3日 以内 に著 しく改善 した ものを著効,1週 間以内に

改 善 した ものを有効 とし,そ れ以外の改善遅延例,不 変

例,増 悪 例を無効 とした。 また,胆 道 系感染症について

は臨床 所見,検 査 所見 か ら総合的に判断 した。

成 績

呼吸器感 染症:呼 吸 器感 染症状 を呈する9例(Table

1,症 例1～9)に 本剤 を投与 した。効果判定の結果,著 効

3例(症 例1,5,6),有 効4例(症 例2～4,7),無 効

2例(症 例8,9)で あ り,有 効 率 は7乳8%で あった

(Table 3)。 無効の2例 は肺癌 に よ る閉塞性肺炎 と膿胸

の症 例で,喀痰,咳嗽 等の 自覚症状 はや や改 善 をみた

が,血 液所見,胸 部X線 は不変のため無効 とした。

尿路感 染症:尿 路感染症状 を呈する4例(Table 2,症

例10～13)に 本剤 を投与 した。効果判定の結果,著 効2

例,有 効2例 で,有 効率 は100%で あった(Table 3)。
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Table 1 Cases treated with DL-8280(1)

Table 2 Cases treated with DL-8280(2)

これは内科領域 で経験する尿路感 染症 は単純性尿路感染

症がほ とんどで ある ことが挙 げ られ よ う。

2例 にE. coli(症 例10,13),1例 にK. pneumoniae

(症例11),S. faecalis(症 例12)が それ ぞれ分離 され,

いずれ も尿 中細菌数106/ml以 上 で あ り原 因 菌 と し得

た。 また,本 剤投与後,症 例11～13で は除菌 された。

胆道感染症:急 性胆嚢 炎症状 を呈 した1例(Table 2,

症例14)に 本剤 を投与 した。 自覚症 状の改善 に伴 い,白

血球数,ア ルカ リフォスファターゼ等 の改善がみ られ,

効果判定の結果有効 とした(Table 3)。

副 作 用

自覚的,他 覚的 に副作用 を思わせる異常所 見は認 め ら

れなか った(Table 3)。

また,本 剤投与前後 の末梢血液像,血 清 トランスア ミ

ナー ゼ(GOT, GPT),ア ルカ リフォスファターゼ,BUN,

ク レアチニ ン等の測 定を行 い,本 剤投与に よる検査値 へ

の影響につ い て検討 した(Table 4)。 症例7にGOT,

GPTの 軽度上昇がみ られたが,投 与 中止後速やかに検
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Table 3 Clinical effectlvenose and Side offect

Table 4 Laboratory findings

B: Before treatment, A: After treatment
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査値 の異常 は正常化 した ことより本剤 の影響 と考 えられ

た。症例3に 軽度の白血球減少がみ られたが,こ の症例

は基礎疾患に肝硬変 を有 し,そ の結果汎血球減少症 を従

来 より呈 していたため本剤 の影響 とは考え に く い。 ま

た,症 例8に 白血球増多がみ られるが,こ れ は病勢 の変

化のため と考え られた。その他明 らかに本剤 によると思

われる検査値 の変動は認め られ なかった。

考 察

DL-8280は,第 一製 薬 株 式 会 社 で研究開発 され た

benzoxazine核 を有する新 しい合成抗菌剤 で あ る。 本

剤は幅広い抗菌 スペク トラ ム を 有 し,Nalidixic acid,

gentamicin耐 性 のグラム陰性 菌に対 して も強い抗菌力

を発揮 すると言 われてい る。 また嫌気性菌に対 して もす

ぐれた抗菌力を持 っている3)。

本剤 は投与後48時 間以内に90%以 上 が尿 中に排泄 さ

れることよ り,尿 路感 染症 に対する期待 とともに,投 与

量に相関 して高い血中濃度が得 られ,組 織へ の移行 も良

好であるため,胆 道感 染症 はじめ呼吸器感染症,全 身感

染症に対 して もその効果が期待 される1)。 そ こでわれ わ

れは当科 で経験 した呼吸器,尿 路,胆 道感染症14例 に

対する本剤の有効性 と安全性 について検討 した。

呼吸器感 染症 に対す る本剤 の効果は,著 効3例,有 効

4例,無 効2例 であ り,有 効率 は77.8%で あった。無

効の2例 の うち1例 は難治性 の膿胸症例であ り,本 剤投

与前の種々の化学療法にて も無効 であ った。

尿路感染症4例 に対す る本剤の効果 は,著 効2例,有

効2例 で,有 効率 は100%で あった。 しかし内科領城で

経験す る尿路 感染症は単純性尿 路感染症が多 く,今 回の

症例 の場合 も同様 であ り,高 い有効率 を示 した と考 えら

れ る。細菌学的にはE. coliが2例,S. faecalisが1例,

またK. pneumoniaeが1例 にみ られ,い ずれ も尿 中細菌

数 が106/ml以 上であ り原因菌 とし得た。4株 中3株 は

除菌 された。

胆道感 染症 の1例 は有効 と判断 され たが,症 例数が少

ないため,こ の感染症に対 する本剤 の有用性の判断は後

日の検討 を待 ちたい。

以上,本 剤投与全症例 の効果判定 は,著 効5例,有

効7例,無 効2例 で有効率 は85、7%で あ り,本 剤 の有

用性 について満 足する結果 を得た。

本剤 による と思われ る副作用 は自覚的,他 覚的 に全 く

な く,ま た検査所見上,ト ランスアミナーゼの上昇が1

例 にみ られたほかは,明 らか に本剤 による と思われ る検

査値の変動 はみ られず,本 剤は安全性 の高 い薬剤 と思わ

れ た。
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CLINICAL EVALUATION OF DL-8280

HIDETOSHI OHGUCHI, SOICHIRO UEDA, MASARU NAKAGAWA,

MASAKAZU TAMURA and EIRO TSUBURA

The Third Department of Internal Medicine, Tokushima University, School of Medicine

Chemotherapeutic efficacy of DL-8280 was studied in 14 cases. These cases consisted of 9
cases of acute or chronic respiratory tract infection, 4 cases of acute or chronic urinary tract
infection and 1 case of bile duct infection.

DL-8280 was given orally to the patients at the dose of 200 to 300 mg per day for 6 to 16
days.

The clinical effectiveness was determined routinely. That was excellent in 5 cases(35.7%),

good in 7 cases(50%) and poor in 2 cases(14.3%). The rate of effectiveness of DL-8280 in
our studies was 85.7%.

There was no side effect in these cases.


